
25 24

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万

円
が
７
月
９
日
㈪
～
８
月
３
日
㈮

に
販
売
さ
れ
ま
す
。
収
益
金
は
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。
府
内
の
販
売
店
で
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
…（
公
財
）
府
市
町
村
振

興
協
会
（
☎
06
・
６
９
４
１
・
７

４
４
１
）

家
屋
の
実
地
調
査
を
実
施

　
平
成
30
年
１
月
２
日
～
来
年
１

月
１
日
に
新
築
ま
た
は
増
改
築
し

た
家
屋
は
、
31
年
度
か
ら
新
た
に

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
（
都
市
計
画
税
は
市

街
化
区
域
だ
け
課
税
）
。
こ
れ
に

伴
い
、
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）

算
出
の
た
め
、
市
職
員
が
家
屋
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
た
め
に
訪
問
す

る
職
員
は
必
ず
「
固
定
資
産
評
価

補
助
員
証
」
と
「
徴
税
吏
員
証
」

を
携
行
し
て
い
ま
す
。

問
合
先
…
資
産
税
課
（
☎
６
７

４
・
７
１
４
６
）

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
関

す
る
記
載
の
お
詫
び
と
訂
正

　
本
誌
平
成
30
年
６
月
号
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
「
１
カ
月
最
大
１
０
０
０

円
の
医
療
費
を
助
成
。
※
１
医
療

機
関
あ
た
り
。
入
院
・
通
院
は
自

己
負
担
必
要
」
と
あ
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
「
自
己
負
担
１
カ
月
最

大
１
０
０
０
円
で
医
療
費
を
助

成
。
※
１
医
療
機
関
あ
た
り
。
入

院
・
通
院
ご
と
」
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
合
先
…
子
ど
も
育
成
課
（
☎︎
６

７
４
・
７
１
７
４
）

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

「
子
供
の
交
通
事
故
防
止
」

「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」

「
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
」

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
を
運
動
の

重
点
と
し
て
、
７
月
１
日
㈰
～
31

日
㈫
に
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
家
族
で
交
通

安
全
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
休
み

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
…
管
理
課
（
☎
６
７
４
・

７
５
９
２
）

紙
製
の
市
営
バ
ス
無
料
乗
車
証

８
月
か
ら
利
用
で
き
ま
せ
ん

　
紙
製
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
市

営
バ
ス
無
料
乗
車
証
は
、
８
月
以

降
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
市
内
郵
便
局
（
樫
田
簡

易
郵
便
局
除
く
）
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

切
り
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
書
は
個
別
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。
紛
失
し
た
場
合
は
各
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
…
高
齢
者
無
料
乗
車
証
＝

長
寿
介
護
課
（
☎
６
７
４
・
７
１

６
６
）
▽
障
が
い
者
無
料
乗
車
証

＝
障
が
い
福
祉
課
（
☎
６
７
４
・

７
１
６
４
）

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど

の
更
新
の
申
請
を
受
け
付
け

　
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
と
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

年
度
更
新
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
㈫
で
す
。８
月

以
降
も
使
用
し
た
い
人
は
、７
月

２
日
㈪
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
を

持
っ
て
、医
療
給
付
課（
⑨
Ι
２
番

窓
口
）へ
。ま
た
、新
し
く
認
定
証

の
交
付
を
希
望
す
る
人
も
随
時
、

同
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
同
認
定
証
は
、
70
歳
未
満
の
国

保
被
保
険
者
と
、
70
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
現
役
並
み
の
所
得
者
世

帯
・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が

高
額
な
診
療
を
受
け
る
と
き
に
提

示
す
る
と
、
医
療
費
な
ど
が
月
額

の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
る

も
の
で
す
。

問
合
先
…
医
療
給
付
課
（
☎
６
７

４
・
７
０
７
９
）

5月の寄付（敬称略）

はにたん　「少子高齢化」って、どんなこと？
みらいちゃん　子どもの割合が減って、高齢者
の割合が増えていくことだよ。
はにたん　下グラフを見ると、今の日本は「少
子高齢化」が進んでいるんだよね。そうなると、
いったいどんなことが起きるの？

みらいちゃん　元気な高齢者が増えることは、
とても喜ばしいことだけど、高齢者の割合だけ
が増えるということは、今後の社会にとって良
いことではないの。
　若い世代が少なくなると、働き手が減り、税
金を納める人も減るんだよ。すると国や自治体
の収入も減って、今行っている行政サービスを
維持することが難しくなるかもしれないの。
はにたん　行政サービスって、何のことをいう
の？
みらいちゃん　子育て支援、福祉、ゴミ処理、水
道、道路管理などを指すよ。今後の少子高齢化
に向け、行政サービスの質を維持していくため
に、「みらい創生」の取り組みを高槻市で始めて
いるの。
はにたん　自分たちの未来をつくるために、今
のうちから考えることが大事なんだね。
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高齢化率

7
月
の
納
付（
7
月
31
日
㈫
ま
で
）

●
国
民
健
康
保
険
料
第
４
期
分

（
国
民
健
康
保
険
課
☎
６
７
４
・

７
０
７
６
）

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

２
期
分
（
収
納
課
☎
６
７
４
・
７

１
５
２
）

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
予
定
納
税
第
１
期
分
（
茨
木

税
務
署
☎
0
7
2
・
6
2
3
・

1
1
3
1
）

※
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す

個
人
情
報
保
護
・
情
報
公
開
制
度

平
成
29
年
度
の
運
用
状
況

　
平
成
29
年
度
の
個
人
情
報
保
護
制
度
と
情
報
公
開
制
度
の
運
用

状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、

詳
し
い
内
容
は
、行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
本
館
１
階
⑭
番
）、

法
務
課
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
先　
法
務
課
☎
６
７
４
・
７
３
２
２

制度名 項目 件数

個
人
情
報
保
護
制
度

個人情報保護運営審議会答申 
（市が個人情報の電算処理や一定の
制限を超えた利用などをすることに
審議会が答申すること）

13件

自己情報の開示などの請求 
（市が保有する個人情報について、
本人が開示・訂正・削除・中止を請求
すること）

115件

情
報
公
開
制
度

公開請求（申出）�
（市が保有する公文書について、公
開の請求・申出をすること）

1,274件（内訳：全部公開221件、
部分公開1,002件、非公開２件、不
存在40件、取下げ８件、却下１件）

公開会議（審議会など） 36会議で96回開催。傍聴者数は
延べ88人

団体名 件数
出資法人 情報公開の申出が１件（全部公開の回答が１件）
指定管理者 情報公開の申出が１件（部分公開の回答が１件）

市がほぼ全額出資している団体および指定管理者の個人情報保護・情報公開
制度（市と同様に個人情報保護や情報公開の制度を設けている）

※いずれも自己情報開示などの申出はなし

市ふるさと寄附金…3,200,000円（121件）
　内訳…堤勇貴＝25,000円　ほか120件　※詳

細は、市ホームページに掲載
社会福祉協議会分（寄付順）…堤菊美＝10,000

円▷藤飯京子＝5,000円▷中坊勝美＝10,000
円▷高槻オニオンクラブ＝59,183円▷匿名＝
3,000円


